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【Abstract】

BACKGROUND Although weight loss behavior in high school and collegiate wrestlers 
is well studied, little is known about weight loss behavior in high school boxers. Because 
the weight loss methods used before competitions differ between individuals, weight 
loss behavior is worth analyzing on an individual level. Rapid weight loss (RWL) is 
an especially important topic because RWL has potential negative effects on exercise 
performance and/or athletes’ health and growth.
PURPOSE The purpose of the present study was to refine methods for evaluating whether 
weight loss strategies are RWL, and to examine the individual weight loss behaviors of 
high school amateur boxers.
METHODS Thirty-two high school amateur boxers aged 16-17 years who competed in 
a local tournament participated in a self-assessment survey designed to assess weight loss 
behaviors.
RESULTS Complete surveys were received from 26 of the 32 boxers. Nineteen of the 26 
boxers reported losing weight to compete in the tournament. Sixteen reported engaging in 
rapid weight loss (RWL), defined as losing >1.5% body weight per week. After analyzing 
weekly weight loss quantities, two additional boxers were categorized as RWL. The RWL 
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序
アマチュアボクシングは高等学校からクラブ活

動が始まり、多くの生徒は競技会に出場するため
にウェイトコントロールを実施している。アマ
チュアボクシングやレスリングなどの体重階級制
競技では、出場階級の変更もトーナメントを勝ち
上がる作戦の一つであり、希望する階級で競技会
に出場するためにウェイトコントロールを実施す
る。階級分けは、筋力、パワー等での不公平を極
力減らすために行われているが、健康面や成長へ
の悪影響を及ぼす危険をおかしてでもウェイトコ
ントロールを行う選手がいることが報告されて
いる（相澤ほか，2005；Kiningham and Gorenflo, 
2001；久木留ほか，2006）。

アメリカの学生レスリング選手を対象とした
減量の実態調査は古くから行われている（Kenny, 
1930；Kiningham and Gorenflo, 2001；Steen 
and Brownell, 1990）。アメリカスポーツ医学会

（ACSM）は、2 度にわたり減量に関する指針を
発表したが（American College of Sports Medicine, 
1976；Oppliger et al., 1996）、急速減量は改善さ
れず、1997－1998 シーズンにアメリカの大学生
レスリング選手 3 名が急速減量による熱射病や
脱水による高体温で死亡した（Centersfor Disease 
Control and Prevention, 1998）。この出来事により、
全 米 大 学 競 技 協 会（National Collegiate Athletic 
Association）は、急速減量を禁止するルールを
発 表 し（National Collegiate Athletic Association, 
1998）、アメリカの大学生レスリング選手にお
いては、急速減量は改善されたと報告している

（Oppliger et al., 2006）。しかし、日本国内では減
量を制限するルールはない。日本国内のジュニ
ア、シニアのレスリング選手を対象とした減量の

実態調査では、運動パフォーマンスの低下や健康
や成長への悪影響が懸念されるにも関わらず、ほ
とんどの選手は競技会の数日前から食事摂取量の
極端な制限や飲水制限を用い、体重を急激に落と
す急速減量を実施していた（相澤ほか，2005；久
木留ほか，2006）。レスリングでの競技日前日の
１回限りの計量や柔道のような競技日初日の 1 回
の計量に対して、アマチュアボクシングの計量は
競技日毎に実施されるため、トーナメントを勝ち
進む選手は階級の規定の体重を大会開催期間中は
維持しなければならない。したがって、アマチュ
アボクシングの選手はレスリングや柔道と比較し
て過酷なルールのもとでウェイトコントロール
を実施しなければならない。高校生期は身体的
成長段階にあるが、過度のウェイトコントロール
は成長等に悪影響を及ぼしかねない。大多数のア
マチュアボクシング選手は高等学校からクラブ活
動として競技に参加するが、間違ったウェイトコ
ントロールによる競技力低下、健康や成長への
悪影響を防ぐためにも、高校生期により安全な
ウェイトコントロールの手段を身につけさせる
ことが重要である。先行研究では調査対象者の
平均体重減少量やウェイトコントロールに用い
た各方法の該当者数を検討したのみであり（相
澤 ほ か，2005，2007；Kenny, 1930；Kiningham 
and Gorenflo, 2001；久木留ほか，2006；Steen and 
Brownell, 1990）、個人の体重変動に着目した研究
は我々の知る限りない。レスリングや柔道よりも
過酷な計量のルールがあるアマチュアボクシン
グでは、レスリング選手や柔道選手の減量と比
較して、長期間かけて徐々に体重を減少させて
いることが予想される。ウェイトコントロール
で推奨されている従来の基準は 1 週間に 0.5－1.0 

boxers lost 4.2 ± 1.7 kg (6.8% ± 2.5% of their initial body weight) during 22 ± 9 days.
CONCLUSION This study demonstrated that because boxers engage in longer weight 
loss periods than other weight-classed athletes, RWL should be assessed using not only 
the total amount of weight lost and the number of days engaged in weight loss, but also 
the amount of weight lost weekly.
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kg である（Fogelholm, 1994；Rankin, 2002）。従来
の基準では、それを超えるものが急速減量該当者
となるが、体重の軽い階級と重い階級では同じ 1 
kg でも負担は異なる。近年 American Academy of 
Pediatrics（2005）の Policy Statement よ り、1 週 間
当たりの体重減少量を 1.5％以内にすべきであると
発表された。レスリング選手を対象とした先行研
究ではウェイトコントロールに費やした日数と体重
減少量を質問しているものがほとんどであるが（相
澤 ら，2005，2007；Artiolo et al., 2010；Kiningham 
and Gorenflo, 2001；Oppliger et al. 2003）、ウェイト
コントロール期間が長いと予想されるアマチュア
ボクシング選手では、その期間中の体重減少量は
一定ではないと予想される。また、ウェイトコン
トロールに用いる手段や費やす期間は個人で異な
ることが考えられる。そのため、ウェイトコント
ロール期間全体に対する平均体重減少量から急速
減量を判定するのではなく、ウェイトコントロー
ル期間中の体重変動を詳細に分析し急速減量に該
当するか否かを判定する必要がある。したがって、
本研究はある県の高校生アマチュアボクシング選
手個人のウェイトコントロールの状況を個別に分
析し問題点を明らかにすることを目的とした。

方法
A　対象者

本調査は、ある県のアマチュアボクシング競技
会に出場した 16－17 歳の男子高校生アマチュア
ボクシング選手 32 名を対象に行った。競技会当
日に各高等学校のボクシング部の顧問教諭の許可
を得て、選手に質問紙を配布した。本調査は、顧
問の教諭および選手の両者の了承を得た場合のみ
回答してもらった。質問紙の回収は、配布当日に
直接回収、または後日郵送にて回収した。調査結
果の公表に際して、県名、高等学校名、回答者の
匿名性を保証した。本研究は、中京大学大学院体
育学研究科倫理委員会の承諾を得て実施した。

B　調査内容
本調査は、高校生アマチュアボクシング選手の

ウェイトコントロール方法に関する状況を明らか
にすることを目的に実施した。質問内容はレスリ

ング選手を対象にこれまでに実施された減量の
実態調査（相澤ほか，2005，2007；久木留ほか，
2006；Oppligert et al., 2003）を参考に作成した。
Artiolo et al.（2010）は柔道選手を対象に、レス
リング選手に用いた減量に関する調査の質問内容
の検討を行い、その妥当性を確認しているため、
本研究でもレスリング選手に用いた質問内容を用
いた。本研究で用いた質問内容は以下に示す通り
である：

ａ）ウェイトコントロール実施の有無
ｂ）ウェイトコントロール開始時の体重
ｃ）ウェイトコントロールを実施した日数
ｄ ）ウェイトコントロール期間中の体重変化
（計量日 1 ヶ月前、2 週間前、1 週間前、3 日前、
前日、当日計量前）

ｅ ）ウェイトコントロールに用いた手段（減
食、飲料水の摂取制限（飲水制限）、絶食、
練習量の増加、厚着またはサウナスーツの着
用、サウナの使用、入浴時間の増加、下剤の
服用、その他）および、ウェイトコントロー
ルに用いた各々の手段の開始時期（試合の何
日前から開始したか）

ｆ ）ウェイトコントロールに関する知識の取得
先（顧問の教員、両親、雑誌・専門誌、イン
ターネット、自己流、先輩部員、その他）

ｇ ）ウェイトコントロールを実施してコンディ
ションを崩した（運動パフォーマンスの低
下、健康面への悪影響）と感じたか

調査時の各階級区分は、モスキート（Mo）級、
45kg 未満；ライトフライ（LF）級、45－48kg；
フライ（F）級、48－51kg；バンタム（B）級、
51－54kg；フェザー（Fe）級、54－57kg；ライト

（L）級、57－60kg；ライトウェルター（LW）級、
60－64kg；ウェルター（W）級、64－69kg；ミド
ル（M）級、69－75kg であった。

C　統計処理
体重減少量、ウェイトコントロールに費やした

日数は、平均±標準偏差で示した。ウェイトコン
トロールに用いた手段とウェイトコントロールに
関する知識の取得先はクロス集計を用いて分析し
た。統計処理は SPSS for windows Ver. 12（SPSS 
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Inc., Chicago, IL, USA）を用いた。グラフ表示を
クリアにするためにプロットを若干ずらして示し
た。図と表に記載してある番号は全て共通の対象
者を示している。

結果
全出場選手 32 名を対象にウェイトコントロー

ルに関する実態調査を実施した結果、有効回答
者数は 26 名（81.2％）であった。有効回答者 26
名のうち、競技会出場のためにウェイトコント
ロールを行った選手は 19 名（73.1％）であった。
ウェイトコントロールを行った選手の階級を以下
に示す：ライトフライ級（LF 級）、3 名中 2 名；
フライ級（F 級）、3 名中 3 名；バンタム級（B
級）、5 名中 4 名；フェザー級（Fe 級）、5 名中 5

名；ライト級（L 級）、4 名中 2 名；ライトウェ
ルター級（LW 級）、2 名中 2 名；ウェルター級；
1 名中 0 名；ミドル級（M 級）、3 名中１名であっ
た。（これらは調査実施時（2008 年）の階級分け
に準じている）。ウェイトコントロールを実施し
た 19 名全選手の平均体重減少量は 4.0±1.8 kg（初
期値から 6.7％±2.9％減少した）であり、ウェ
イトコントロールに要した日数は、22 ± 9 日

（range：7－45 日）であった。
図 1 には各階級からの超過体重とウェイトコン

トロールを実施した日数を階級別に示した。グラ
フに記した破線は American Academy of Pediatrics

（2005）の Policy Statement の基準である（体重
減少量 ≤ 1.5％ /week）。各階級に記載した基準線

（破線）よりも上に位置する 16 名は各階級からの

図 1�．各階級からの超過体重とウェイトコントロー
ルの実施日数．シンボルの右に記した番号は
各々の選手を示す．

図 2�．計量日 30日前（-30）から計量日当日（0）
までの体重変動．Y軸；各階級の上限体重から
の超過体重．「0」は上限体重を示す．プロット
を実線で結んだ者は急速減量該当者を示す．プ
ロットを点線で結んだ者は急速減量非該当者を
指す．点線中の太い実線は急速減量該当期間を
指し，＊はその選手を指す．シンボルの右に記
した番号は各々の選手を示す．
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超過体重に対してウェイトコントロール期間が短
かったことから急速減量に該当した。

図 2 には、計量日の 30 日前から計量当日に
かけてのウェイトコントロールを実施した全選
手の体重変動を階級別に示した。図中の破線は
American Academy of Pediatrics（2005）のPolicy 
Statement をもとに、各階級の上限体重から逆算
した体重減少率（1.5％/week）の基準線を示し
た。LF 級 1 番、L 級 1 番について、ウェイトコ
ントロール期間に対する体重減少率は 1.5％/week
を超えていなかったが、各週の体重変動を分析
すると 1 週間に 1.5％以上を落としている期間が
あった。したがって急速減量該当者はこの 2 名も
含めて 18 名となった。8 名の選手は , 競技会の
前日には階級の上限体重を下回っており、5 名の

選手は階級の上限体重に達していた。一方、競
技会前日から当日にかけて 1 kg 以上体重を落と
した選手は 4 名いた（LF 級 1 番、B 級 1 番、Fe
級 2 番、L 級 2 番）。F 級１番は体重の変化を記
載していなかったため図 2 からは除外した。急速
減量該当者 18 名の平均体重減少量は 4.2±1.7 kg

（range；1－8kg）であり、体重減少率は 6.8％± 
2.5％（range；1.5％－12.7％）であった。ウェイ
トコントロールに費やした日数では、急速減量該
当者は 22±9 日であった。

表 1 に各選手が用いたウェイトコントロールの
手段のクロス集計表を示した（多重解答）。ウェ
イトコントロールを実施したすべての選手が食事
制限を用いていた。この他に、減量着を着用した
選手が 9 名、脱水によるウェイトコントロール

表 1．ウェイトコントロールに用いた手段のクロス集計表（多重回答）

食事制限 減量着の
着用 飲水制限 運動量の

増加
サウナの

使用 絶食 下剤 列計

食事制限 9 （47.4） 7 （36.8） 7 （36.8） 4 （21.1） 1 （5.3） 1 （5.3） 19 （100）
減量着の着用 5 （26.3） 2 （10.5） 3 （15.8） 1 （5.3） 1 （5.3） 9 （47.4）

飲水制限 3 （15.8） 2 （10.5） 1 （5.3） 1 （5.3） 7 （36.8）
運動量の増加 0 （0） 0 （0） 0 （0） 7 （36.8）
サウナの使用 1 （5.3） 1 （5.3） 4 （21.1）

絶食 0 （0） 1 （5.3）
下剤 1 （5.3）
行計 19 （100） 9 （47.4） 7 （36.8） 7 （36.8） 4 （21.1） 1 （5.3） 1 （5.3） 19 （100）

回答者数（回答率，％）

表 2．ウェイトコントロールに用いた手段と知識の取得先のクロス集計表（多重回答）

先輩部員 自己流 顧問の
教員 両親 雑誌・

専門誌
インター
ネット その他 列計

食事制限 11 （57.9） 10 （52.6） 5 （26.3） 2 （10.5） 1 （5.3） 1 （5.3） 1 （5.3） 19 （100）
減量着の着用 6 （31.6） 3 （15.8） 3 （15.8） 0 （0） 0 （0） 1 （5.3） 1 （5.3） 9 （47.4）

飲水制限 3 （15.8） 4 （21.1） 2 （10.5） 0 （0） 0 （0） 0 （0） 1 （5.3） 7 （36.8）
運動量の増加 4 （21.1） 3 （15.8） 3 （15.8） 1 （5.3） 1 （5.3） 0 （0） 0 （0） 7 （36.8）
サウナの使用 2 （10.5） 4 （21.1） 0 （0） 0 （0） 0 （0） 0 （0） 0 （0） 4 （21.1）

絶食 0 （0） 1 （5.3） 0 （0） 0 （0） 0 （0） 0 （0） 0 （0） 1 （5.3）
下剤 0 （0） 1 （5.3） 0 （0） 0 （0） 0 （0） 0 （0） 0 （0） 1 （5.3）
行計 11 （57.9） 10 （52.6） 5 （26.3） 2 （10.5） 1 （5.3） 1 （5.3） 1 （5.3） 19 （100）

行：ウェイトコントロールに用いた手段。　列：知識の取得先。回答者数（回答率，％）
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（飲水制限、サウナの使用）を行っていた選手が
9 名いた。その内訳は、飲水制限では 7 名、サウ
ナの使用では 4 名であり、内１名は急速減量非該
当者（B 級、対象者番号 3 番）であった。運動量
の増加によるウェイトコントロールを行った 7 名
の選手の全員が急速減量該当者であった。減量着
の着用や脱水によるウェイトコントロールを実施
した選手の中には下剤（1 名）や絶食（1 名）を
用いた選手もいた。ほとんどの選手が複数の手段
を用いてウェイトコントロールを実施していた。

表 2 に各選手が用いたウェイトコントロールの
手段とウェイトコントロールに関する知識の取
得先のクロス集計表を示した（多重解答）。先輩
部員からの知識の取得（11 名）、自己流が多く、 
顧問の教員（5 名）からの知識の取得は少なかっ
た。「食事制限」は全ての情報源から取得してい
た。「減量着の着用」は先輩部員からの取得が最
も多く、次いで自己流と顧問の教員からの取得で
あった。「飲水制限」、「サウナ」は先輩部員、自
己流が最も多い情報源であったが、顧問の教員か
らも取得していた。「運動量の増加」は先輩部員、
自己流、顧問の教員、両親、雑誌・専門誌が情報
源であった。急速減量に該当する 18 名は、先輩
部員や自己流、顧問の教員、両親、雑誌・専門
誌、インターネットから知識を得ていた。急速減
量非該当の 1 名は、自己流あるいは先輩部員から
知識を取得していた。ウェイトコントロールによ
りコンディションを崩したと回答した選手はいな
かった。

考察
体重階級制競技選手が用いるウェイトコント

ロールの手段は古くから問題視されているが、そ
の改善が未だに課題となっていることが現状であ
る。本研究は、ある県の高校生アマチュアボクシ
ング選手個人のウェイトコントロールの状況を個
別に分析し問題点を明らかにすることを目的とし
た。その結果、26 名のうち 19 名（73.1％）は、
競技会出場に向けてウェイトコントロールを実施
していた。このうち、16 名は各階級からの超過
体重に対してウェイトコントロールに費やした期
間が短かったことから急速減量に該当した。ま

た、各週当たりの体重減少量を分析した結果、2
名の選手が急速減量に該当した。ウェイトコント
ロール手段は、食事制限と脱水によるウェイトコ
ントロール手段の併用が多かった。ウェイトコン
トロールに関する知識の取得先は種々であっても
必ずしも適切な食事制限と運動量の増加を用い
て体重減少率を 1.5％/week 以内にする安全性の
高いウェイトコントロール（Oppliger et al., 1996；
American Academy of Pediatrics, 2005）の実践には
結びついていなかった。

急速減量に該当するか否かの判断は、階級から
の超過体重に対するウェイトコントロールの実施
日数からのみでなく、各週の体重変動を分析する
必要がある。国内のレスリング選手（10 日間で
約 5 kg）や、アメリカのレスリング選手（1 週間
で約 3 kg）のウェイトコントロールは、体重変
動を分析するまでもなく急速減量に該当するこ
とがわかる（相澤ほか，2005，2007；Kiningham 
and Gorenflo, 2001；久木留ほか，2006；Oppliger 
et al., 2006；Scott et al., 2000；Steen and Brownell, 
1990）。国内の柔道選手（1 週間で約 2 kg のウェ
イトコントロール）や、国外の柔道選手（7 ±
7 日間で 2.5％±2.3％のウェイトコントロール）

（相澤ほか，2007；Artiolo et al. 2010）と本研究の
対象者の体重減少量は同程度であったが、ウェイ
トコントロールに費やした期間は本研究の対象者
の方が長かった。しかしながら、体重減少量に対
するウェイトコントロール期間が十分な長さでは
ないことは事実であり、ウェイトコントロール期
間を長く設けるように指導する必要性が示唆され
た。また、ウェイトコントロール期間を適切に設
けていても急激に体重を落としている期間があっ
た選手もいた。このため、ウェイトコントロール
期間を長く設けている体重階級制競技選手には、
週当たりの体重減少量を分析する必要性が示唆さ
れた。

ACSM のウェイトコントロールのガイドライ
ンでは、適切な食事制限や運動量の増加による
ウェイトコントロールを推奨している（Oppliger 
et al., 1996）。一方で、多くの選手が用いている脱
水に関しては、有酸素運動能の低下、無酸素運動
能の低下の可能性、腎血流量および糸球体濾過量
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の低下を指摘している（Oppliger et al., 1996）。近
年、脱水による有酸素運動能の低下は体重の 2％
の脱水から開始することが報告された（Sawka 
and Noakes, 2007）。一方の筋力や無酸素運動能は
3％－4％の脱水状態から低下することが報告さ
れている（Judelson et al., 2007；Kraft et al., 2012）。
ボクシングはパンチ等の無酸素運動とそれ以外の
有酸素運動を断続的に行うため間欠的運動に属
する（Smith, 2006）。脱水による間欠的運動能の
低下は体重の 3％の脱水状態から開始することが
明らかとなっているが（Kraft et al., 2011；Smith 
et al., 2000）、計量日前日から 1 kg 以上落とした
選 手 が 4 名 い た（LF 級 1 番、B 級 1 番、Fe 級 2
番、L 級 2 番）。それぞれの選手は前日から 2.2％

（1.1kg）、2.7％（1.5kg）、5.0％（2.9kg）、2.0％（1.2kg）
の体重を落としていた。1 日で急速減量を行った
場合、体重減少のほとんどは体水分の減少による
ものと考えられる。ACSM のガイドラインで懸
念されている脱水による腎機能への悪影響に関し
ては、2.8％の脱水ではクレアチニンクリアラン
スは低下しない（Melin et al., 2001）。したがって、
3％未満の脱水が間欠的運動能に与える影響は議
論の余地があるため（Maxwell et al., 1999, 2009）、
間欠的運動能に影響を及ぼさない脱水の程度を明
らかにする必要があるであろう。

推奨されている安全な手段である食事制限は全
員が実施していたが、同じく推奨されている手段
である運動量の増加によるウェイトコントロール
を実施した 7 名の選手全員が急速減量該当者で
あった。推奨されるウェイトコントロール手段で
あっても、過度のものであれば推奨できない。一
方の急速減量非該当者は減量着の着用や脱水によ
るウェイトコントロール（サウナの使用）を用い
ていた。急速減量該当者は先輩部員、自己流、顧
問の教員、両親、専門誌、インターネットから
ウェイトコントロール手段の知識の取得してお
り、一方の急速減量非該当者は自己流によるウェ
イトコントロールと先輩部員から知識を取得して
いた。これらのことから、知識の取得元は種々で
あっても、必ずしも安全性の高いウェイトコント
ロールを実践できるとは限らない。既存のガイ
ドラインで提唱されている適切な食事制限と運

動量の増加（American Collage of Sports Medicine, 
1996）を用いて、体重減少率を 1.5％/week 以内
にするウェイトコントロール（American Academy 
of Pediatrics, 2005）を普及させる必要性ある。

北川と松岡（1984）は女子器械体操選手に対し
て、33 日間の減量期間中に脱水は行わず、栄養
士の作成した減量食を用いて減量を行わせた。そ
の結果、体重は約 3 kg 低下し、体脂肪量は有意
に低下したが、除脂肪体重や有酸素性運動能力、
筋力には有意な低下がみられなかった。このこと
から、十分に管理された食事制限によって運動能
力を低下させることなく減量することは可能であ
り、そのための正しい知識を高校生アマチュアボ
クシング選手に提供する必要がある。しかしなが
ら、栄養士の作成した減量食を実践し続けること
は困難であると考えられる。したがって、選手個
人や家庭でも作成可能の減量食のガイドラインが
必要である。久木留ほか（2006）は , 自身の研究
結果と相澤ほか（2005）の研究結果から、シニア
期（大学生以上）の減量方法はジュニア期（高校
生）からほとんど変化が見られないことを指摘し
ている。このことからも、ボクシング競技を開始
する高校生時に、より安全なウェイトコントロー
ル方法を指導することが重要であると考えられ
る。本研究の結果から、高校生アマチュアボクシ
ング選手には、過度の食事制限や絶食、脱水によ
るウェイトコントロールを実施している選手が多
いことが明らかとなった。選手には自覚症状がな
くても過度の食事制限や絶食、脱水によるウェイ
トコントロールは運動パフォーマンスを低下さ
せることを認識させる必要がある（Hall and Lane, 
2001）。

本研究ではある県のアマチュアボクシング競技
会に出場した選手を対象にウェイトコントロール
に関する調査を実施したため、サンプルサイズの
小ささが問題であり、本研究の結果を一般化する
には注意が必要である。また、本研究ではウェイ
トコントロールの最中ではなく、競技会当日に調
査を実施したため、調査用紙への回答は対象者の
記憶に頼らざるを得なく、データの解釈にも注意
が必要であると考えられる（思い出しバイアス）。
しかしながら、体重減少量に対するウェイトコン
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トロール期間からのみでなく、個人の週当たりの
体重変化を検討することで、多くのアマチュアボ
クシング選手が急速減量に該当するようなウェイ
トコントロールを行っていることが明らかになっ
た。

結論
ある県のアマチュアボクシング競技会に出場し

た選手を対象にウェイトコントロールに関する調
査を行った結果、競技会出場にむけてウェイトコ
ントロールを行った 19 名の選手のうち 18 名が急
速減量に該当した。ウェイトコントロール期間を
長く設ける体重階級制競技選手の急速減量を判定
する場合、体重減少量に対するウェイトコント
ロール期間からのみでなく、週当たりの体重減少
量からも判定する必要がある。ウェイトコント
ロールの知識の取得先は種々であって、安全性の
高いウェイトコントロール手段の実践にはつな
がっていなかったことから、既存のガイドライン
の普及の必要性が示唆された。
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